
 

 

 

平成 22 年 (2010 年 ) 月  日    

 

 

 

 

札幌 市長  上 田  文雄  様  

 

 

札幌 市「 銭函 風力 発電 所環 境影 響評 価書 案」    

検証 専門 家会 議   座 長  長谷 部  正基    

 

 

 

銭函 風力 開発 建設 事業 に係 わる 環境 影響 評価 書案  

（騒 音・ 低周 波音 ・景 観抜 粋版 ）に つい て（ 報告 ）  

 

 

標 記 の 件 に つ い て 、 検 証 及 び 検 討 を 重 ね て き た と こ ろ で あ る が 、 こ

の度 、別 紙の とお り結 論を 得た ので 報告 する 。  

資料 ５  



 

 

 

 

銭函 風力 開発 建設 事業 に係 わる 環境 影響 評価 書案 （騒 音・  

低周 波音 ・景 観抜 粋版 ）に つい て  

 

標 記 評 価 書 案 （ 騒 音 ・ 低 周 波 音 ・ 景 観 抜 粋 版 ） 及 び 当 会 議 か ら の 求

めに 応じ 提出 され た平 成 22 年 10 月 15 日 付 け事 業 者見 解書 に記 載さ れ

た調 査、予測 及 び 評価 につ いて は 、おお むね 妥当 なも のと 判断 する が、

環 境 の 保 全 の 見 地 か ら 、 事 業 者 は 環 境 影 響 評 価 書 の 作 成 及 び 事 業 の 実

施に あた り、 下記 の事 項に 十分 留意 する 必要 があ る。  

  

１  対象 事業 実施 区域 及び その 周囲 の概 況  

風 車 に お け る 騒 音 及 び 低 周 波 音 の 予 測 に あ た っ て は 、 事 業 実 施 区

域の 風向・風 速等 の詳 細な デー タが 大変 重要 な要 素で ある と考 える 。 

し た が っ て 、 評 価 書 作 成 に あ た っ て は 、 自 然 的 状 況 と し て 、 月 及

び年 間の 風向 出現 率や 風配 図を 記載 する こと 。  

 

２  騒音  

(1) 予測 対象 風車 につ いて  

Ａ 特 性 パ ワ ー レ ベ ル の 出 典 等 、 予 測 条 件 の 根 拠 と な る 情 報 を 環

境影 響評 価書 に記 載す るこ と。  

 

(2) 環境 の保 全の ため の措 置に つい て  

風 車 の 改 修 ・ 更 新 に よ り 騒 音 レ ベ ル が 増 大 す る 可 能 性 が あ り 、

こ れ ら 予 測 の 不 確 実 性 を 補 完 す る た め 、 定 常 稼 働 時 は も と よ り 改

修 時 等 に お け る 事 後 調 査 は 非 常 に 重 要 な 環 境 の 保 全 の た め の 措 置

であ ると 考え る。   

し た が っ て 、 風 車 の 稼 働 に 際 し て は 、 適 切 な 運 転 管 理 及 び 維 持

管 理 を 行 い 、 騒 音 の 発 生 を 極 力 抑 制 す る よ う 努 め る と と も に 、 事

後 調 査 の 重 要 性 を 十 分 認 識 し た う え で 、 具 体 的 な 事 後 調 査 計 画 を

策定 し、 環境 影響 評価 書に 記載 する こと 。  

ま た 、 事 後 調 査 の 手 法 選 定 に あ た っ て は 、 風 雑 音 を 可 能 な 限 り

低減 する 測定 方法 を採 用す るこ と。  

な お 、 事 後 調 査 を 実 施 し た 場 合 は 、 そ の 結 果 に 応 じ て 、 適 切 な

環境 の保 全の ため の措 置を 講じ るこ と。  
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３  低周 波音  

(1) 調査 結果 につ いて  

1/3 オ ク タ ー ブ バ ン ド 音 圧 レ ベ ル の 予 測 及 び 評 価 が 必 要 で あ る

と考 える こと から 、調 査結 果に つい ても 1/3 オク タ ーブ バン ド音

圧レ ベル 毎に 整理 し、 環境 影響 評価 書に 記載 する こと 。   

 

(2) 予測 対象 風車 につ いて  

低 周 波 音 パ ワ ー レ ベ ル の 出 典 等 、 予 測 条 件 の 根 拠 と な る 情 報 を

環境 影響 評価 書に 記載 する こと 。  

 

(3) 評価 につ いて  

評 価 書 案 で は 、 低 周 波 音 圧 レ ベ ル に つ い て 現 況 値 と 予 測 値 の 比

較 に よ る 評 価 が 行 わ れ て い る が 、 現 況 低 周 波 音 圧 レ ベ ル の 測 定 方

法 に つ い て 、 全 天 候 型 防 風 ス ク リ ー ン の 使 用 の み で は 、 測 定 機 器

（ マ イ ク ロ ホ ン ） の 特 性 上 、 風 雑 音 の 影 響 に よ り 、 得 ら れ た 現 況

調 査 結 果 が 、 実 際 の 低 周 波 音 圧 レ ベ ル を 上 回 る 数 値 と な っ て い る

可能 性を 否定 でき ない と考 えた 。  

ま た 、 低 周 波 音 に つ い て は 環 境 基 準 等 が な い こ と か ら 、 現 在 の

知 見 に 基 づ く 指 標 を 複 数 用 い 、 多 角 的 に 評 価 す る こ と が 必 要 で あ

ると 考え た。  

そ こ で 、 当 会 議 で は 、 こ れ ら に つ い て 指 摘 し 、 事 業 者 の 再 評 価

を 求 め 、 そ の 結 果 に つ い て 評 価 書 案 と 併 せ 検 証 す る こ と と し た と

ころ であ る。  

具 体 的 に は 、 別 添 １ の と お り 「 現 況 低 周 波 音 圧 レ ベ ル に つ い て

最小 値を 用い た評 価の 追加 」及 び「 1/3 オク ター ブバ ンド 音圧 レベ

ル 毎 の 予 測 値 と 感 覚 閾 値 と の 比 較 な ど 複 数 の 指 標 を 用 い た 評 価 の

追 加 」 を 求 め 、 事 業 者 か ら 別 添 ２ の と お り 再 評 価 の 結 果 を 記 載 し

た見 解書 の提 出を 受け たと ころ であ る。  

評 価 書 案 及 び 事 業 者 見 解 書 に お け る 評 価 を 検 証 し た 結 果 は 、 次

のと おり であ る。  

 ア  参 考指 標値 との 比較 につ いて  

１～ 80Hz の 50％ 時間 率音 圧レ ベル （参 考指 標 値 90dB）、 １ ～

20Hz の G 特 性５ ％時 間率 音圧 レベ ル（ 参考 指標 値 100dB）、 G 特

性音 圧レ ベル （参 考指 標値 92dB） との 比較 を検 証し た結 果、 評
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価は 妥当 と考 える 。  

イ  1/3 オ ク タ ー ブ バ ン ド 音 圧 レ ベ ル 毎 の 感 覚 閾 値 等 と の 比 較 に

つい て  

(ｱ) １～ 20Hz の 超低 周波 音に つい て  

１～ 20Hz の 超低 周波 音で は、 風車 の稼 動に 伴い 現況 に比 べ

低 周 波 音 圧 レ ベ ル が 上 昇 す る 周 波 数 帯 が 存 在 す る が 、 感 覚 閾

値を 大き く下 回っ てお り、 評価 は妥 当と 考え る。  

(ｲ) 20～ 80Hz の 低周 波音 につ いて  

20～ 80Hz の 低周 波音 では 、予 測値 が現 況値 より 大き く、 か

つ 、 感 覚 閾 値 を 越 え て い る 周 波 数 帯 が 存 在 す る が 、 そ の 要 因

は 現 況 値 に よ る と こ ろ が 大 き く 、 現 況 値 か ら の 上 昇 の 程 度 も

わず かで ある 。  

加 え て 、 現 況 低 周 波 音 圧 レ ベ ル の 最 小 値 を 現 況 値 と し て 予

測 に 用 い て い る こ と を 考 慮 す る と 、 環 境 へ の 著 し い 影 響 は な

く、 評価 は妥 当と 考え る。  

ウ  環境 影響 評価 書へ の記 載に つい て  

環 境 影 響 評 価 書 の 作 成 に あ た っ て は 、 事 業 者 見 解 書 で 示 し た

評価 結果 を記 載す るこ と。  

ま た 、 評 価 に 用 い る 指 標 に つ い て は 、 環 境 影 響 評 価 書 に 出 典

等を 記載 する こと 。  

 

(4) 環境 の保 全の ため の措 置に つい て  

位 相 の 合 成 、 風 の 影 響 及 び 風 車 の 改 修 ・ 更 新 に よ り 低 周 波 音 圧

レ ベ ル が 増 大 す る 可 能 性 が あ り 、 こ れ ら 予 測 の 不 確 実 性 を 補 完 す

る た め 、 定 常 稼 働 時 は も と よ り 改 修 時 等 に お け る 事 後 調 査 は 非 常

に重 要な 環境 の保 全の ため の措 置で ある と考 える 。  

し た が っ て 、 風 車 の 稼 働 に 際 し て は 、 適 切 な 運 転 管 理 及 び 維 持

管理 を行 い、低周 波音 の発 生を 極力 抑制 する よう 努め ると とも に、

事 後 調 査 の 重 要 性 を 十 分 認 識 し た う え で 、 具 体 的 な 事 後 調 査 計 画

を策 定し 、環 境影 響評 価書 に記 載す るこ と。  

    ま た 、 事 後 調 査 の 手 法 選 定 に あ た っ て は 、 風 雑 音 を 可 能 な 限 り

低減 する 測定 方法 を採 用す るこ と。  

な お 、 事 後 調 査 を 実 施 し た 場 合 は 、 そ の 結 果 に 応 じ て 、 適 切 な

環境 の保 全の ため の措 置を 講じ るこ と。  
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４  景観  

(1) 環境 の保 全の ため の措 置に つい て  

ア  地域 特性 への 配慮 につ いて  

事 業 者 見 解 書 に お け る 環 境 保 全 目 標 の 設 定 及 び こ れ を 用 い た

評 価 に つ い て は 、 風 車 の 設 置 基 数 を 減 じ 環 境 保 全 目 標 の 達 成 を

図 る な ど 、 妥 当 と 考 え る が 、 当 該 事 業 予 定 地 は 、 石 狩 浜 の 原 風

景 に 近 い 景 観 を 有 し て お り 、 小 樽 市 の み な ら ず 広 域 的 に 貴 重 な

観光 資源 、景 観資 源と して 活用 され てい るも ので ある 。  

し た が っ て 、 こ れ ら の 地 域 特 性 に 十 分 配 慮 し 、 評 価 書 案 に 記

載 す る 環 境 の 保 全 の た め の 措 置 を 講 じ 、 で き る だ け 景 観 へ の 影

響を 回避 ・低 減す るこ と。  

イ  植生 回復 への 配慮 につ いて  

工 事 に よ り 一 時 改 変 地 と し て 生 じ た 裸 地 や バ ギ ー 車 の 走 行 等

で 人 為 的 事 由 に よ り す で に 荒 廃 し て い る 土 地 に つ い て は 、 植 生

回 復 に よ る 景 観 へ の 保 全 措 置 を 講 じ る こ と と し て い る が 、 当 該

保 全 措 置 に あ た っ て は 、 当 該 地 区 の 土 砂 を 利 用 す る と と も に 、

地 表 の 締 め 固 め 度 な ど に つ い て も 、 当 該 地 域 の 地 形 ・ 地 質 に 配

慮 し 、 で き る だ け 景 観 の 復 元 に 努 め 、 景 観 へ の 影 響 を 回 避 ・ 低

減す るこ と。  
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